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セレン(Se)は毒性が強く, 急性毒性は砒素(As)とほぼ同等かAs以上であり, 平成 5年から排出が

規制されるようになった。セレン化合物は, 金属製造・精錬業, ガラス製造業, 鉱山などの産業か

ら高濃度廃液として排出される。水中の無機態セレンは, 亜セレン酸陰イオン(Se(IV))とセレン酸

陰イオン(Se(VI))として存在する。Se (IV)は平面的な構造であるのに対し，Se (VI)は安定な正四面

体構造を有するため，一般に，種々の化学種との反応性が低く除去還元処理が難しい。 

近年，大気圧プラズマを液体に対して照射し，その物理的および化学的作用を利用した応用研

究が注目されている[1]。本研究では，大気圧プラズマが水溶液中の溶存セレン酸に及ぼす影響を

知るため, 直流駆動の大気圧非平衡プラズマ(DC-NAP)を超純水，および無機態セレン含有溶液に

照射し，基礎特性を調査したので報告する。 

実験装置を Fig. 1に示す。表面を陽極酸化した TiO2被膜を付けた

Ti板電極を負極とし, 溶液(10 ml)中に設置した。針電極を正極とし, 

溶液表面と針電極先端間距離を~ 1.0 mm とした。針電極に He 26 

sccmを導入し、高電圧を印加することで DC-NAPを生成した。印加

電圧 V (kV)，電流量 I (mA)は V+ = 1.5 kV, I+ = 5 mAとした。超純水

を用いて, Se (IV), Se (VI)の濃度がそれぞれ 1 ppmとなるように亜セ

レン酸ナトリウム(Na2SeO3)とセレン酸ナトリウム(Na2SeO4)を溶解した。

Se (IV), Se (VI)濃度は, 水素化物発生原子吸光法により測定した。 

Fig. 2に DC-NAP照射時間に対する Se (IV), Se (VI)量の経時変化

を示す。縦軸は, 初期濃度により規格化した。Se (IV)量は照射時間

増加に伴い単調減少し, 120分後には初期量の 10%以下となった。

一方，Se(VI)量は照射時間 30 分で一旦増加するものの 120 分後に

初期量の 75 %に減少する。DC-NAP照射が Se(IV), Se(VI)に及ぼす

影響は異なるものの溶液中より除去されることが分かった。固体ま

たは液体電極での電解反応や，プラズマにより生成される還元種

(H, eaq-)等）との作用による無機態セレンの除去反応が考えられる。 

[1] T. Shirafuji, et al., 表面科学 Vol. 34, No. 10, pp. 547-552, (2013) 

Fig. 2 Se(IV), Se(VI) 量の

経時変化 
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Fig. 1実験装置図 
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